
〈第259号〉昭和 43年 2月 1日発行

発行所

富山県魚津市役所
編集発行人高瀬善一郎

〈毎月 1日発行)

乙
と
し
も
市
県
民
の
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
時
期
が
き
ま
し

た
。
申
告
期
限
は

3
月
同
日
で
す
。
あ
な
た
の
な
っ
と
く
の
い
什
税
勾

が
納
め
ら
れ
る
よ
う
ど
う
ぞ
申
告
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

3
月
日
日
ま
で
に
|

市
県
民
税
の
申
告
|

報

申
告
書
用
紙
は
、

2
月
申
旬
に
配
布

し
ま
し
た
が
、
同
封
の
「
申
告
書
の
書

き
方
」
を
お
読
み
に
な
っ
て
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
市
役
所
税
務
課
ま
た

は
連
絡
所
へ

3
月
日
日
ま
で
に
提
出
願

い
ま
す
。

も
し
、
申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な
か

っ
た
り
、
な
く
し
た
人
は
、
税
務
課
ヘ

請
求
さ
れ
る
か
、
地
区
の
申
告
相
談
日

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
告
の
期
日
ま
で
に
提
出
が
あ

り
ま
せ
ん
と
、
い
ろ
い
ろ
の
控
除
(
た

と
え
ば
生
命
・
社
会
保
険
料
控
除
、
雑

損
控
除
な
ど
)
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

広市津

八
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
人

V

色

①
昭
和
何
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に

住
所
の
あ
っ
た
人
で
、
位
年
中
の
所

得
が
五
万
円
以
上
あ
る
人
。

①
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
の
ほ
か

に
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
原
稿
料
お

よ
び
退
職
所
得
(
位
年
中
に
退
職
し

た
人
で
退
職
の
と
き
市
県
民
税
の
特

別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
退

職
手
当
〉
な
ど
の
所
得
の
あ
る
人
。

①
給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は

別
の
雑
損
控
除
・
医
療
控
除
申
告
書

繰
越
控
除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

(昭和2削月31日)
第3種郵便物認可/

八
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を

提
出
し
た
人

V

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
別
に
し
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
確
定
申
告
書
の
な
か
に
「
住

民
税
、

事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
の
欄

が
あ
り
ま
ず
か
ら
必
ず
お
書
き
く
だ
さ

、。、v

( 1 ) 
八
昨
年
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

V

昭
和
特
年
度
か
ら
は
、
障
害
者
控

除
ハ
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
)
老

年
者
控
除
(
本
人
)
寡
婦
控
除

(

本
人
)
勤
労
学
生
控
除
(
本
人
)

が
、
い
ず
れ
も
所
得
控
除
に
な
り
ま

し
た
。
控
除
額
は
い
す
れ
も
五
万
円

で
す
。

ーお忘れなく-
八
申
告
し
な
か
っ
た
と
き

V

申
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
き

や
必
要
な
記
載
が
な
い
と
き
は
、
各

種
の
所
得
控
除
を
し
な
い
で
計
算
を

し
ま
ず
か
ら
、
余
分
に
税
金
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
申
告
に
つ
い
て
の
相
畿
日

V

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
、

3
月

1
日
か
ら
地
区
ご
と
に
相
談
日
を
設
け

ま
し
た
か
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

地

区

相

談

日

場

所

3
月

下
中
島

1
日

(
金
)
住
吉
公
民
館

上
中
・局

2
日
(
土
)
上
中
島
連
絡
所

松

倉

4
日
(
月
)
松
倉
連
絡
所

下
野
方

5
日
(
火
〉
本
江
公
民
館

上
野
方

6
日
ハ
水
)
上
野
方
連
絡
所

片

貝

7
日
(
木
)
片
貝
連
絡
所

加

積

8
日
(
金
)
加
積
公
民
館

道

下

日

日

(

月

)

市

役

所

経
団
口
日
ハ
火
〉
経
団
連
絡
所

天
神
日
日
(
水
〉
天
神
連
絡
所

西
布
施
昨
日
(
木
)
西
布
施
連
絡
所

各
会
場
と
も
時
間
は
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
で
す
。

魚津市友道
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今
年
度
の
市
税
の
納

期
は
、
2
月
末
で
す
べ

て
終
わ
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
に
は
税
金
を

滞
り
な
く
納
め
て
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

も
し
お
忘
れ
に
な
っ
て

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
い
ま
す
ぐ
納
め
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の

中
で
、
ま
だ
税
金
を
納

め
て
お
ら
れ
な
い
人
も

あ
り
ま
す
の
で
、
市
で

は
、
年
度
末
の

3
月
を

「
滞
納
を
な
く
す
る
運

動
特
別
月
間
」

と
し
て

滞
納
者
の
自
覚
を
う
な

が
し
て
、
納
税
成
績
の

向
上
を
は
か
つ
て
行
く
乙
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

乙
の
期
間
中
に
は
、
滞
納
金
の
あ
る

ご
家
庭
へ
税
務
課
職
員
が
訪
問
し
、
納

税
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
相
談
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
さ
れ

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
徴
収
確
保
の
立

ち
場
か
ら
や
む
を
得
ず
財
産
の
差
し
押

え
や
公
売
を
行
な
う
な
ど
し
て
、
滞
納

整
理
を
実
施
し
て
行
く
方
針
で
す
。

V
3月
1
日

(
金
)
か
ら
け
日
(
月
)

ま
で
H
滞
納
税
金
を
通
知
す
る
と
と

も
に
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

V
3月
ロ
日
(
火
)
か
ら
引
日
(
木
〉

ま
で
日
期
日
ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い

人
に
つ
い
て
財
産
の
差
し
押
え
を
実

施
V
3月
辺
日
(
金
)
か
ら
初
日
(
土
)

ま
で

H
差
し
押
え
物
件
の
公
売

納め忘れはありませんか

3月は市税の滞納をなくする月間

登
録
さ
れ
る
人
、

明
言
岨
問

題
事
魁

選
挙
管
理
委
員
会
で
は、

階
段
魁

3
月
1
日
ま
で
に
選
挙
人
名

昭
一
山
崩

簿
の
登
録
申
出
替
を
提
出
さ

都
留
臨
れ
た
人
の
選
挙
権
の
有
無
を

審
査
し、

3
月
叩
日
ま
で
に

適
格
者
を
登
録
す
る
乙
と
に
し
て
お
り

ま
す
。乙の
登
録
を
決
定
し
た
人
の
住
所
、

氏
名
、
な
ら
び
に
選
挙
人
名
簿
か
ら
ま

っ
泊
す
る
人
の
住
所
、
氏
名
を
次
の
と

お
り
お
み
せ
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は

い
ち
ど
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

マ
縦
覧
期
間
H
3
月
日
日
(
月
)
か
ら

3
月
却
日
(
水
〉
ま
で

マ
場
所
H
市
役
所
内
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
(
一
階
)

な
お
期
間
中
は
、
土
、
日
曜
日
、
祭

日
で
も
午
前
8
時
加
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

ま
っ
消
さ
れ
る
人

の
b
名
前
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

立
候
補
予
定
者
の

事
務
打
合
会

魚
津
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
長
選
挙

は、

4
月
幻
自
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
立
候
補
予
定
者
の
事
務
打
ち
合
わ

せ
会
を
次
の
よ
う
に
ひ
ら
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
当
日
は
関
係
者
(
立
候
補

予
定
者
か
ら
二
名
程
度
)
の
ど
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
日
時
H
3
月
却
日
(
金
〉
午
後

2
時

マ
場
所
H
市
役
所
大
会
議
室

(
三
階
〉

マ
打
ち
合
わ
せ
事
項

①
立
候
補
届
出
書
類
の
記
入
方
法

①
選
挙
運
動
①
選
挙
運
動
費
用
な

ど
に
つ
い
て

住
民
登
録
は
、
そ
の
市
町
村
で
登
録

す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
居
住
関
係
を
お

お
や
け
に
証
明
し
、
日
常
生
活
の
利
便

を
は
か
る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
行

政
事
務
が
円
滑
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
な
ど
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
移
動
が
あ
っ
て
か
ら
十
四
日
以
内

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

マ
転
入
届
H
他
の
市
町
村
か
ら
当
市
に

転
入
さ
れ
た
と
き

マ
転
居
届
H
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き

マ
世
帯
主
変
更
届
日
世
帯
主
が
転
出
入

あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
世
情

主
を
変
更
さ
れ
た
と
き

a
-
-
-
-
-

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

昭
和
刊
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
価
格
を
登
録
し
た
課
税

台
帳

〈
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
)
を

次
の
よ
う
に
お
み
せ
し
ま
ず
か
ら
い
ち

ど
と
覧
く
だ
さ
い
。

マ
期
間
H
3月
1
日
〈
金
)
か
ら
3
月

引
日
(
木
)
ま
で

マ
時
間
H
午
前

9
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
、
ハ
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜

日
は
除
き
ま
す
〉

マ
場
所
H
市
役
所
税
務
課

土
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
以
外
の
土

地
〈
宅
地
、
山
林
、
原
野
な
ど
)
が
、

乙
と
し
も
調
整
-課
税
標
準
に
よ
っ
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
昭
和
泊
年
度
に
定
め
ら
れ

た
新
価
格
と
、
初
年
度
の
価
格
の
上
昇

率
に
応
じ
た
負
担
調
整
率

を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
た
課

税
標
準
額
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

と
れ
ら
の
土
地
は
、
昭
和

位
年
度
に
く
ら
べ

て
い
く

ぶ
ん
上
昇
す
る
乙
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
期
間
を
経
過
し

て
届
け
ら
れ
ま
す
と
、
過
料
を
課
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
転
出
届
日
当
市
か
ら
他
市
町
村
に
住

所
を
移
転
さ
れ
よ
う
と
す
る
人
。
こ

の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
氏
名
、

転
出
先
お
よ
び
転
出
予
定
月
日
を
市

民
課
窓
口
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

仲
間
と
と
も
に

学

ぼ

つ

中
央
青
年
学
級
生
を
募
集

市
教
委
で
は
、
乙
と
し
も
4
月
か
ら

中
央
青
年
学
級
を
ひ
ら
き
ま
す
。

こ
の
学
級
は
、
勤
労
青
少
年
を
対
象

に
、
実
際
生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
能

教
養
を
高
め
る
た
め
に
行
な
う
も
の
で

こ
の
一
年
間
、
勉
強
し
て
み
た
い
人
は

市
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、。
'uw 
マ
開
設
日
時
H
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

か
ら
午
後

9
時
加
分

マ
場
所
H
市
立
図
書
館

マ
学
習
内
容
H
①
一
般
教
養
①
生
活

技
術
ハ
茶
、
料
理
、
生
け
花
な
ど
)

①
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
(
ゲ
l
ム、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ハ
イ
キ
ン
グ
〉

経国幼稚園

園児を募集

経団幼稚園の入園児を次のように

募集しています。

経国幼稚園は昭和38年から経団小

学校に併設されてきましたが、昭和

43年度、つまり昭和44年3月31日で

隣国することになりましたo

b募集人員=1学級40名

b資絡=市内在住者で昭和37年4月
2日から38年4月1日までに生ま

れたお子さんO ただし、 希望によ

り昭和38年4月2日から39年4月

1日までに生まれた人は一年間保

育の却IJ~U付で捗集します。

じ>授業料=月1， OO~円

[>申し込み=3月15日 (金)まで教

育委員会または経団幼稚園へ「入

闘願書」を提出してください。

白
河

成

間

近

土
口
田
記
念
館
(
教
育
セ
ン
タ
ー
)

し冶

吉
田
記
念
館
の
建
設
工
事
は
、
昨
年

8
月
か
ら
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
3

月
中
旬
完
成
を
め
ざ
し
、
い
ま
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
記
念
館
は
、
住
吉
小
学
校
校
舎

の
北
側
に
建
て
ら
れ
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ

ー
ト
三
階
建
、
の
ベ
面
積
一
千
二
十
四

平
方
M
の
近
代
的
な
建
物
で
、
総
工
事

費
は
三
千
二
百
万
円
。

一
階
に
は
玄
関
、
ホ

l

w
、
技
術
室

実
験
室
、
所
員
室
、
資
料
室
、
写
真
用

暗
室
な
ど
、
二
階
に
は
図
書
室
と
書
庫

吉
田
記
念
室
、
三
階
に
は
音
楽
室
と
学

習
指
導
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
学
習
指
導
研
究
室
に
は
、
ア

ナ
ラ
イ
ザ
l

(
集
団
学
習
反
応
装
置
)

が
や
く
百
七
十
万
円
で
四
十
八
台
と
り

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
学
習
に
お
い
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
反
応
を
教

師
が
す
ぐ
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
館
は
、
吉
田
忠
雄
、
吉
田

久
松
、
故
吉
田
久
政
の
各
氏
よ
り
住
吉

小
学
校
に
贈
ら
れ
た
寄
付
金
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
い
ま
ま
で
大
町
小
学
校
に
あ

@
体
育
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
'、
バ
レ
ー

ポ
1
戸
、
卓
球
な
ど
)

マ
資
格
H
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
十
五
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
男

女
で
、
一
年
間
継
続
し
て
学
習
す
る

意
欲
の
あ
る
人

マ
人
員

u
や
く
五
十
名

マ
申
し
込
み
日
住
所
、
氏
名
、
年
令
、

職
業
(
勤
務
先
)
を
記
入
の
う
え
、

葉
書
ま
た
は
電
話
で

3
月
引
日
(
木

)
ま
で
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

(電
話

2
局
2
2
0
0
番
)
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
講
式
は
4
月
3
日
(
水
)

午
後

7
時
か
ら
市
立
図
書
館
で
行
な
い

ま
す
。各

地
区
で
も

青
年
学
級
ひ
ら
く

乙
の
ほ
か
各
地
区
に
お
い
て
は
、
公

っ
た
理
税
セ

ン
タ
ー
は
4
月
か
ら
内
容

を
充
実
し、

教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

記
念
館
の

一
階
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

写
真
日
吉
田
記
念
館
完
成
予
想
図

民
館
が
主
体
と
な
っ
て
、

4
月
か
ら
青
川

年
学
搬
を
開
設
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
川

ま
す
。
開
設
日
や
学
習
内
容
は
そ
れ
ぞ
川

れ
違
い
ま
す
が
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
川

人
は
、
市
教
委
ま
た
は
地
区
公
民
館
へ

川

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー

青
年
学
級
の
開
設
場
所
と
代
表
者
(
川

学
級
主
事
)
は
次
の
と
お
り
。

青
年

学

級

開

設

場

所

代

表

者

魚
津

公

民

館

下

回

淑

先

川

住

吉

公

民

館

野

沢

幸

昭

川

上
中
島

公

民

館

浅

井

樹

川

松
倉

公
民

館

清

河

茂

雄

川

上

野

方

小

学
校

広

間

義
昭
川

本

江

公

民

館

浅

井

秀

一

川

片

貝

公

民

館

三

井

兼

徳

川

加

積

公

民

館

浜

浦

紘

一

川

道

下

公

民

館

寺

崎

和

郎

.川

天

神

小

学

校

大

久

保

義

雄

川

西

布

施

公

民

館

坂

本

間

夫

川

小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
小
口
事
業

資
金
を
あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
、
商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

マ
原
則
と
し
て
、
市
内
に
一
年
以
上
同

一
の
事
業
を
引
き
続
き
営
む
も
の
。

マ
運
転
資
金
は
、
一

事
業
者
三
十
万
円

口H
を事H
ど業/1
資H
う金H

ぞ

ま
で
、
償
還
期
間
は
一
年
以
内
。

マ
設
備
資
金
は
、

一
事
業
者
五
十
万
円

ま
で
、
償
還
期
間
は
二
年
以
内
。

マ
原
則
と
し
て
無
担
保
。

マ
確
実
な
連
帯
保
証
人
二
人
が
必
要
で

す。

マ
利
率
は
、
日
歩
二
銭
二
厘

マ
信
用
保
証
料
は
、
日
歩
二
厘
五
毛

富ab重罰箇譲留置
幼

児

検

診

幼
児
の
健
康
を
ま
も
り
、

病

気
の
早
期
発
見
を
目
的
に
校
下

ご
と
に
幼
児
検
診
を
行
な
い
ま

す。
該
当
者
は
昭
和
訂
年
4
月
2

日
か
ら
初
年
7
月
別
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
す
。

校

下

検

診

日

場

所

住
吉

3
月

ロ

日

住

吉

公

民

館

片

貝

日

日

島
尻
公
民
館

松
倉

昨

日

松

倉
公
民
館

本

江

日

日

本

江

公

民

館

村

木

日

日

魚

津

保

健

所

大

町

引

日

中

央

公

民

館

上
中
島

辺

日

上

中

島

公

民

館

経
団

泊
日

経
団
公
民
館

道
下

お

日

道

下

小

学
校

西

布

施

幻

日

西

布

施

小

学
校

天

神

幻

日

天

神

小

学

校

加
積

mm
日

加

積

公

民

館

上
野
万

mm
日

上

野

方

小

学
校

受
け
付
け
時
聞
は
午
後

1
時

i
2時

健
康
相
談
日

毎
週
水
曜
日
市
役
所
で

市
で
は
、
出
産
後
一
か
月
以
上
経

過
し
た
お
母
さ
ん
を
対
象
に
2
月
か

ら
毎
週
水
曜
日
に
「
健
康
相
談
日
」

を
動
け
ま
し
た
。
こ
の
相
談
日
に
は

一
般
健
康
相
談
や
家
族
計
画
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
今
月
か
ら

第
二
水
曜
日
は
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

せ
い
ぜ
い
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
H
毎
週
水
曜
日
午
前
日
時
か

ら
午
後

3
時
ま
で

(
3月
は

6
日

目
目
、
幻
日
)

マ
場
所
H
市
役
所
保
健
室
(
一
階
)

八
医
師
に
よ
る
健
康
相
践

V

毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
1
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
市
役
所
保
健
室
で

(
3

月
は
日
日
〉



(2) 

一

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
本
市
の
「
市
民
交
通
傷
害

一

一
保
障
制
度
」
が
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
加
入
申

一

一
し
込
み
は
3
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
。

一

(思想議錫調)

保
険
料
は
年
三
百
六
十
円

報

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
魚
津
市

に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
な
ら
年
令
に
関
係
な
く

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
毎
年
4
月
1
日
か

ら
翌
年
3
月

引
日
ま
で
で
:
』
同
叫
ロ
・
F

・回、
rh
一

保

険

料

は

ニ

ア

翠

選

議

人
一
年
分
一
一
一

一
滋
引
託
銀
総

総

畿

百
六
十
円
で
波
紋
m
安
)麗
湿

す。

一
市
忽
綴
rJ
初九
二
溜
人~ト

こ
の
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
が
不
幸
に
も
交

通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
は
次
の
よ

う
な
見
舞
金
が
も
ら
え
ま
す
。

マ
死
亡
の
と
き
(事
故
発
生
か
ら
六

か
月
以
内
)
H
五
十
万
円
マ
全
治

六
か
月
以
よ
の
け
が
の
と
き
十
万
円

マ
全
治
三
か
月
以
上
の
け
が
五
万
円

マ
全
治
一

か
月
以
上
の
け
が
二
万
円

マ
全
治

一
週
間
以
上
の
け
が
五
千
円

マ
全
治
一
週
間
未
満
の
け
が
二
千
円

広

春
先
は
、
と

く
に
空
気
が
乾

燥
し
て
季
節
風

が
強
く
、
気
象

的
に
い
ち
ば
ん

火
災
の
発
生
し

や
す
い
季
節
で

す
。こ
の
た
め
3

月
お
日
か
ら
県

下
い
っ
せ
い
に

L
P
春
の
火
災
予
防

』零
}

b
M
4
運
動
が
行
な
わ

号

多

雨

哩

れ
ま
す
o

市
民

を
十
司
明
一
の
み
な
さ
ん
の

治

田
@

ひ
と
り
ひ
と
り

'

h

ト

1
4

の
ご
注
意
と、

一丁

-一

火
災
予
防
へ
の

発
一
積
極
的
な
ど
協
力
で
、
火
災
の
な
い
明

日
一
る
い
町
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ー
一

乙
の
運
動
は
、
お
i
引
日
が
車
両
な

月
一
ど
の
火
災
予
防
を
、
ま
た
4
月
1
日
i

2
一
7
日
は
一
般
の
火
災
予
防
を
重
点
に
実

均
一
施
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

刊
一

ま
た
、

4
月
1
日
に
は
消
防
団
員
が

和
一
各
ご
家
庭
を
ま
わ
り
、
火
元
調
査
な
ど

間
一
を
行
な
い
ま
ず
か
ら
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市

みんなの注意で

なくしよう

災

津

火

魚、

の

(第259号〉

位
年
中
の
火
災
十

七

件

と
と
ろ
で
、
昭
和
位
年
中
に
市
内
で

発
生
し
た
火
災
は
二
十
七
件
で
、
前
年

よ
り
八
件
多
く
、
損
害
額
も
一
千
二
百

見
舞
金
の
対
象
と
な
る
交
通
事
故

は
、
自
動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、

自
転
車
、
荷
車
な
ど
に
乗
っ
て
衝
突

し
た
り
、
つ
い
落
、
て
ん
ぷ
く
し
た

り
し
た
事
故
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ

れ
ら
の
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事

故
で
す
。

交
通
戦
争
は
い
っ
そ
う
身
近
か
に

せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
交
通
事
故
に

そ
な
え
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

V
加
入
手
続
き

近
く
各
ご
家
庭
へ
配
布
さ
れ
る
「
加

入
申
込
書」

に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
保
険
料
一
人
に
つ
き
三
百
六

十
円
を
添
え
て
、
印
鑑
お
持
ち
の
う

え
、
市
役
所
市
民
課
市
民
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

(
用
紙
は
市
民
課

十
万
円
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。

乙
の
火
災
原
因
を
み
ま
す
と
、
た
ば

こ
火
の
不
始
末
五
件
、
た
ば
こ
乾
燥
室

の
乾
燥
機
に
よ
る
も
の
三
件
、
子
ど
も

の
火
遊
び
三
件
、
た
き
火
の
不
始
末
三

件
、
取
り
灰
の
不
始
末
三
件
、
ア
イ
ロ

ン
の
不
始
末
二
件
、
そ
の
ほ
か
八
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

。

。

消
防
本
部
に
救
急
車
が
配
置
さ
れ
て

二
年
余
り
に
な
り
ま
す
が
、
間
和
位
年

中
の
活
動
状
況
を
次
に
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
救
急
車
は
こ
の

一
年
間
に
百
九
十
一

回
出
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
乙
れ
は
、

や
く
二
日
に
一
回
の
割
で
出
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
百
七
十
六
人
の
負

傷
者
や
病
人
を
救
殺
し
て
お
り
ま
す
。

事
故
別
に
み
ま
す
と
、
交
通
事
故
が

い
ち
ば
ん
多
く
六
十
四
回
(
救
護
者
七

十
名
〉
、
つ
い
で
急
病
五
十
三
回

(同

四
十
二
名
〉
、

一
般
負
傷
二
十
三
回

(

同
二
十
一
名
)
、
そ
の
ほ
か
五
十
一
回

(
同
四
十
三
名
〉
と
な
っ
て
お
り
ま
す

つ
ぎ
に
月
別
の
出
動
回
数
で
す
が
、

1
月
二
十
三
回
、

8-
m月
各
十
九
回

4
・

n月
各
十
七
回
、

2
・
3
月
各
十

六
回
、
5
・
7
月
各
十
五
回
、

9
月
十

四
回
、
ロ
月
十
二
回、

6
月
八
回
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
は
交
通
事
故

但
年
中
の
救
急
車
の
出
動

一 一 一トー 八 ・
マママ マ り月え 弘、遺篠宮;ミ;~:Ì" 3くとま「受申す関死名申に
西経上上 まか、 宗議際経治草 月だきす被付しる係亡 、込も
布団野中すら手 薄経験線 はさまか保領込こな保性書 あ
施連方島。は統 ~l.j~円必勾~f~j~~ 違 いでら険収みと ど険別にり
連絡連連 市き 婚可決議 絡 。 、、者日手にを金 、はま
絡所絡絡 役を ぬ徐骨総諒張 所 た保カ付続な 書受生 、す
所所所所し 司 炉 で い険 l印 きっき取年加 〉
マ 市て鑑でもでは込 も せ期ド の がて 、人月入
天マ マ 民くを 、行次 、み乙 受 つ間」押終い申 、日者
神片松 課だお保なの 3のの け にがが しわま込加(の
連貝倉 ださ持険い連月受加 付 保満交ずりす者入満住
絡連連 けいち料ま絡 31け入 け 管了付」ま。 の者年所
所絡絡 と。のとす所日付申 V しすさあす 押 と令
所所 な 4う印のでまけし てるれる と 印の)氏

口

口

口

口

も
う
す
ぐ

新
入
学
児
に
う
れ
し
い
春
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
乙
の
4
月
に

市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

は
六
百
三
十
八
人
で
、
昨
年
に
く

ら
べ
て
五
十
三
人
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

各
小
学
校
で
は
少
し
で
も
学
校

に
な
じ
ん
で
も
ら
お
う
と
、

一
日

入
学
な
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

可
愛
い
お
子
さ
ん
が
、
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
W
を
背
負
い、

登
校
す
る

一
年
生
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
先
景
が
見
ら

れ
る
の
も
あ
と
ま
じ
か
で
す
。

市
教
委
で
は
、
新
入
学
児
の
保
護
者

の
み
な
さ
ん
に
、
「
入
学
通
知
書
」
を

3
月
初
め
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
通
知
も
れ
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
市
教
委
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
長
い
学
校
生
活
で

す
。
集
団
生
活
に
た
え
ら
れ
る
よ
う
健

康
に
十
分
注
意
し
て
入
学
式
に
の
ぞ
み

ま
し
ょ
う
。

な
お
市
内
小
学
校
の
入
学
式
は

4
月

2
日
(
火
)
午
前
9
時
か
ら
行
な
わ
れ

る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
小
中
学
校
の
入
学
、
卒
業

児
童
数
は
次
の
と
お
り
。

学
校

入
学
児
童
卒
業
児
童

大

町

九

四

人

一

O
五
人

国

民

年

金

の

保

険

料

納

付

は

す

み

ま

し

た

か

国
民
年
金
の
支
払
い
に
必
要
な
費
用

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

お
互
い
に
保
険
料
を
だ
し
、
国
も
そ
の

半
分
を
積
み
た
て
て
、
そ
の
中
か
ら
支

払
い
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
と
し
を
と
っ
て
働
け
な

く
な
っ
た
り
、
交
通
事
故
な
ど
の
思
わ

ぬ
事
故
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
り
、
夫

に
死
に
別
れ
た
と
き
な
ど
、
国
民
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
忘
れ

ず
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

交通事故相談所 26日

県では、各地域の交通事故被害者

の使宣をはかるため「巡回交通事故

相談所」を開設しています。

魚津市の相談所は次のようにひら

かれますから交通事故でお悩みの人

は、この機会にぜひと利用ください

b日時=3月26日(火〉午前10時か
ら午後3時まで
じ〉場所=市役所市民課(一階)

写 西東 白西天経道加片本上松上住村
真計部部言1・倉布柳田下積貝江野倉中 古木
11 中中施 方島
村
木
小七四 三六
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必
要
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と、

年

金
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
保
険

料
を
納
め
た
期
聞
が
た
ら
な
い
こ
と
に

な
り
、
せ
っ
か
く
の
年
金
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
人
が
あ
れ
ば
、
今

す
ぐ
地
区
の
年
金
委
員
や
市
役
所
市
民

課
年
金
係
へ
申
し
出
て
、
将
来
の
安
定

し
た
生
活
を
守
る
た
め
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

寄

付

二
万

円

北

鬼

江

高
瀬

一

男

一

万

円

友

道

東

孤

厳

一

万

円

釈

迦

堂

森

内

正

雄

一

万

円

港

区

浜

岸

寓

士

郎

五

千

円

升

岡

山
西

久

直

四

千

円

南

町
三

区

堀

富

吉

二

千

円

金

山
谷

雛

形

三

郎

(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
)

二
万
六
千
七
百
七
十
七
円

村
木
光
明
寺
河
合
義
孝

三
千

円

小

川

寺

畠

山

荘

禅

二
千
四
百
三
十
円
真
成
寺
信
行
会

青
年
部
代
表

米

屋

柾

男

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
に
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

明

治

百

年

を

記

念

し

造
林
を
行
な
い
ま
し
ょ
う

こ
と
し
は
意
義
深
い
明
治
百
年
に
あ

た
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
す
る
た
め

全
国
的
に
記
念
大
造
林
運
動
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
も
そ
の
一
環
と
し
て
、
各
種
団

体
の
行
な
う
記
念
造
林
に
対
し
、

県
費

で
特
別
助
成
す
る
乙
と
と
し
、
こ
の
造

林
事
業
が
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

市
で
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
記
念
造

林
を
実
施
す
る
た
め
予
算
化
を
は
か
つ

て
お
り
ま
す
が
、

森
林
所
有
者
の
み
な

さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、
こ
の
意
義
深
い

年
に
、
経
済
基
盤
確
立
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
記
念
造
林
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

八
苗
木
即
売
会

初
日

V

な
お
、
例
年
、
緑
化
行
事
の
一
つ
と

し
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
苗
木
即
売
会

は
、
乙
と
し
は
と
く
に
内
容
を
充
実
し

て
行
な
う
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
ま
ち
し
て
お

り
ま
す
。

苗
木
即
売
会
は、

3
月
初
日
〈
土
〉

小
中
学
校
の
卒
業
式

市
内
小
中
学
校
の
卒
業
式
の
日
程
が

き
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
卒
業
見
込
み

生
徒
数
は
、
小
学
校
七
百
六
十
四
人
、

中
学
校
九
百
八
人
で
、
前
年
度
に
く
ら

べ
て
、
小
学
校
が
三
十
七
人
、
中
学
校

五
十
九
人
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。同日
(
月
〉

H
東
部
中
西
部
中

引
日
(
木
)
日
大
町
小
村
木
小

本
江
小
片
貝
小
加
積
小

道
下
小
天
神
小

2
日
H
住
吉
小

上

中

島
小

松

倉

小
上
野
方
小
経
団
小

西
布
施
小
白
倉
小

に
、
田
方
町
魚
津
農
地
林
務
事
務
所
前

で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
い
申た
主け
;;.，まH
15だN
E木μ
で

森
林
組
合
で
は
、
し
い
た
け
の
ほ
だ

木
を
あ
っ
旋
し
て
お
り
ま
す
。
購
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、

3
月
同
日
(
金
)

ま
で
、
魚
津
市
森
林
組
合
(
市
役
所
農

林
土
木
課
内
)
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

1
0
 

L
V
 ほ
だ
木

一
本
の
価
格
は
九
十
円
ぐ
ら

い
で
、
4
月
下
旬
に
お
渡
し
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

まよりとで 重 る園地 富 る石ジこ物す
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日本で初採集の

クジラの化石

こ
の
ほ

ど
片
貝
川

流
域
に
お

け
る
保
安
林
の
今
年
度
の
伐
採
限
度

が
次
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
c

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
水
源
か
ん
養

保
安
林
に
つ
い
て
は
百
四
十
一

・
三

六
鈴
、
土
砂
流
失
防
備
保
安
林
は
五

十
三

・
三
か
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

片
貝
川
流
域
の
保
安
林

伐
採
の
限
度

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
内
会
な

ど
が
相
談
し
あ
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で

い
っ
せ
い
に
駆
除
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
駆
除
万
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
保
険
術
生
課
ま
た
は
魚
津
保
健

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医

V

V
3
日
H
大
町
船
崎
医
院
①
3
9
1

2
v
m日
H
下
村
木
町
宮
元
医
院

①
1
3
9
3

V
η
日
午
前
7
時

t

午
後
7
時
H
真
成
寺
町
鈴
木
医
院
①

0
1
1
7

V
H
日
午
後
7
時
i
翌

日
午
前
7
時
H
角
川
町
熊
西
医
院
①

0
1
1
6

v
m
日
日
大
光
寺
魚
津

緑
ケ
丘
病
院
①
1
5
6
7

v
n
日

H
鴨
川
町
深
川
医
院
①
0
0
6
5

V
引
日
日
臼
屋
小
路
勝
国
医
院
①
O

Q
d
q
L
n
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ね
いず
まみ，
ポ語2

4治
〉
3え

最
近
ね
ず
み
の
被
害
が
た
い
へ
ん
ふ

え
て
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ね
ず
み
の

餌
が
豊
富
に
な
っ
た
の
が
大
き
な
原
因

で
し
ょ
う
。
野
菜
、
魚
、
残
菜
な
ど
が

惜
し
げ
も
な
く
ご
み
箱
に
捨
て
ら
れ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
そ
の
結
果
、
ね
ず

み
の
繁
殖
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
の

は
皮
肉
な
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
ね
ず
み
は
3
1
4
月
に、

屋
外
に
食
べ
物
が
な
い
た
め
、

各
家
庭

に
舞
い
も
ど
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ね
ず
み
退
治
に
も
っ
と
も
よ
い
時
期
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
ね
ず
み
に
餌
と
県
に
な
る

場
所
、
通
路
と
な
る
と
と
ろ
を
与
え
な

い
だ
け
で
も
、
繁
殖
を
お
さ
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
は
、
家
の

内
外
の
整
理
や
掃
除
を
忘
れ
ず
行
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

駆
除
は
一
軒
だ
け
で
や
っ
て
も
余
り

農
地
被
買
収
者
国
庫
債
券
の

担
保
貸
付
け
と
買
上
償
還

国
で
は
農
地
被
買
収
者
に
交
付
さ
れ

た
債
券
を
担
保
に
資
金
の
貸
し
付
け
と

買
い
上
げ
償
還
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

国
が
予
定
し
て
い
る
わ
く
に
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
市
役
所

農
政
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
担
保
貸
し
付
け
日
国
民
金
融
公
庫
が

生
業
資
金
と
し
て
一
人
十
万
円
を
限

度
に
貸
し
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

マ
買
い
上
げ
償
還
日
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
や
生
活
に
因
っ
て
い
る
人

に

一
人
一

回
限
り
十
万
円
ま
で
、
債

券
の
買
い
上
げ
償
還
を
行
な
い
ま
す

〈社
会
福
祉
事
務
所
長
の
証
明
が
必

要
で
す
)

乳
牛
の
巡
回
健
康
検
査

乳
牛
の
巡
回
健
康
検
査
を
次
の
よ
う

に
行
な
い
ま
す
。

地

区

検

診

日

q
M関
川

A
守
口
M

5
日
に
U

口
M

H
日
ロ
日
目
白
日
日
は
日
間
日

下
中
島

上
中
島

天
神
下
野
方

西
布
施

力
積
経
団
道
下
上
野
方

判
定
日

3
月7
日
8
日
9
白
川
日
間川田
山
田
何
回
目
日
引
日

3
月
の
歩
乙
う
会

は、

3
日

(
日
〉
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
コ

ー
ス
は
村
木
小

学
校
か
ら
県
道
を
通
り
経
問
浜
ま
で

や
く
五
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
帰
り
は
電
車
を
利
用
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
午
前
9
附

ま
で
村
木
小
学
校
へ
お
集
ま
り
く
だ

z
-
1
0
 

lvr
、
'U曹、

歩
ニ
う
会

山
代
簡
易
保
険

保
養
セ

ン
タ

ー
で
き
る

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
郵
便
年
金

の
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
心
身
の
保
護

と、

娯
楽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
山
代
温
泉
に
、
山
代
簡
易
保
険
保
養

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。

乙
の
セ
ン
タ
ー
の
定
員
は
七
十
六
名

で
、
利
用
料
金
は
日
帰
り
の
と
き
大
人

百
三
十
円
、
小
人
六
十
円
、
宿
泊
の
と

き
一
人
一
泊
二
食
付
九
百
五
十
円
で
す

(
ほ
か
に
暖
房
料
七
十
円
、
入
湯
税
二

十
円
が
い
り
ま
す
)

利
用
希
望
者
は
、
魚
津
郵
便
局
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
「
申
込
書
」
に
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


